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は
じ
め
に

二
〇
一
八
年
七
月
六
日
―
麻
原
彰
晃
（
本
名
・
松
本
智
津
夫
）
他
六
名
、
七
月

二
六
日
―
岡
崎
一
明
他
五
名
、
計
十
三
名
の
死
刑
が
執
行
さ
れ
、
突
然
の
集
団
死

（

１
）

刑
執
行
に
世
界
中
が
驚
愕
し
た
。
一
九
九
五
年
三
月
二
〇
日
に
起
き
た
地
下
鉄
サ

リ
ン
事
件
を
契
機
に
行
わ
れ
て
き
た
オ
ウ
ム
真
理
教
（
以
下
、〈
オ
ウ
ム
〉
と
記
す
）

事
件
は
、
こ
の
死
刑
執
行
に
よ
り
一
つ
の
決
着
を
迎
え
た
と
言
え
る
。
た
だ
、
教

祖
・
麻
原
彰
晃
が
無
罪
を
主
張
し
、
そ
の
後
黙
秘
を
続
け
た
こ
と
、
キ
ー
マ
ン
で

あ
る
村
井
秀
夫
が
刺
殺
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、〈
オ
ウ
ム
〉
の
犯
罪
は
全
容
解

明
さ
れ
て
は
い
な
い
。
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
は
風
化
し
つ
つ
あ
る
が
、〈
オ
ウ
ム
〉

の
後
身
で
あ
る
ア
レ
フ
は
現
在
で
も
新
し
い
信
者
を
獲
得
し
続
け
、
そ
の
資
金
源

も
十
億
円
を
超
え
る
と
言
う
。
〈
オ
ウ
ム
〉
事
件
は
未
だ
終
わ
っ
て
は
い
な
い
と

（
２
）

言
え
よ
う
。

村
上
春
樹
が
「
麻
原
の
荒
唐
無
稽
な
物
語
を
放
逐
で
き
る
だ
け
の
ま
っ
と
う
な

力
を
持
つ
物
語
を
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
領
域
で
あ
れ
、
メ
イ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
の

領
域
で
あ
れ
、
私
た
ち
は
果
た
し
て
手
に
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
」
（
「
ア
ン
ダ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
」
七
〇
四
頁
）
と
現
代
文
学
の
担
い
手
で
あ
る
自
ら
を
含
め
た
強
い

自
戒
と
重
い
問
い
を
発
し
た
よ
う
に
、〈
オ
ウ
ム
〉
事
件
は
現
代
の
表
現
者
た
ち
に

衝
撃
を
与
え
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
文
学
、
映
画
、
ア
ニ
メ
な
ど
、
様
々
な
媒

体
で
そ
の
闇
に
迫
る
試
み
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。

〈
オ
ウ
ム
〉
関
係
の
文
学
は
次
の
四
つ
の
傾
向
に
分
け
ら
れ
る
。〈
オ
ウ
ム
〉
が

モ
チ
ー
フ
の
も
の
（
Ⅰ
）
、
サ
リ
ン
被
害
者
が
モ
チ
ー
フ
の
も
の
（
Ⅱ
）
、
多
く
の

事
件
の
一
つ
で
取
り
上
げ
て
い
る
も
の
（
Ⅲ
）
、
影
響
を
受
け
た
が
、
直
接
的
に
描

い
て
い
な
い
も
の
（
Ⅳ
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
Ⅰ
は
〈
オ
ウ
ム
〉
の
物
語
化
に

近
い
も
の
（
Ⅰ
─
１
）
と
〈
オ
ウ
ム
〉
を
連
想
さ
せ
る
が
、
そ
こ
か
ら
発
展
さ
せ

た
宗
教
を
描
い
た
も
の
（
Ⅰ
─
２
）
に
細
分
化
で
き
る
。
Ⅰ
─
１
に
は
、
佐
木
隆

三
「
慟
哭

小
説
・
林
郁
夫
裁
判
」（
二
〇
〇
四
）
、
馳
星
周
「
煉
獄
の
使
徒
」（
二

〇
〇
九
）
、
田
口
ラ
ン
デ
ィ
「
逆
さ
に
吊
さ
れ
た
男
」（
二
〇
一
七
）
、
濱
嘉
之
「
カ

ル
マ
真
仙
教
事
件
」（
二
〇
一
七
）
。
Ⅰ
─
２
は
、
大
江
健
三
郎
「
宙
返
り
」（
一
九

九
九
）
、
新
堂
冬
樹
「
カ
リ
ス
マ
」（
二
〇
〇
一
）
、
野
沢
尚
「
魔
笛
」（
二
〇
〇
二
）
、

村
上
春
樹
「
１
Ｑ
８
４
」（
二
〇
〇
九
～
一
〇
）
、
中
村
文
則
「
教
団
Ｘ
」（
二
〇
一

四
）
が
あ
る
。
Ⅱ
は
、
辺
見
庸
「
ゆ
で
卵
」
（
一
九
九
五
）
、
重
松
清
「
さ
つ
き
断

景
」
（
二
〇
〇
〇
）
、
馳
星
周
「
９
・

倶
楽
部
」
（
二
〇
〇
八
）
、
川
上
弘
美
「
水

11

声
」（
二
〇
一
四
）
。
Ⅲ
は
加
賀
乙
彦
「
雲
の
都
」（
五
部
作

二
〇
〇
二
～
二
〇
一

二
）
、
奥
泉
光
「
東
京
自
叙
伝
」（
二
〇
一
四
）
、
森
村
誠
一
「
運
命
の
花
び
ら
」（
二

〇
一
五
）
が
、
Ⅳ
に
は
有
栖
川
有
栖
「
幻
想
運
河
」
（
一
九
九
六
）
、
恩
田
陸
「
Ｑ

「
１
Ｑ
８
４
」
に
お
け
る
〈
オ
ウ
ム
〉
脱
構
築
の
可
能
性

― 

教
祖
像
と
〈
家
族
〉
の
復
権 

―

山　

根　

由
美
恵
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＆
Ａ
」
（
二
〇
〇
四
）
が
あ
る
。

「
１
Ｑ
８
４
」
は
、
村
上
が
二
十
年
以
上
の
時
を
経
て
、
新
興
宗
教
を
全
面
に

取
り
上
げ
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
大
江
健
三
郎
「
宙
返
り
」「
取
り
替

え
子
」
と
比
較
さ
れ
て
き
た
が
、
他
の
〈
オ
ウ
ム
〉
を
モ
デ
ル
と
す
る
物
語
（
以

（

３
）

下
〈
オ
ウ
ム
〉
物
語
と
記
す
）
と
の
比
較
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。〈
オ
ウ
ム
〉

物
語
群
の
多
く
は
、
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
た
麻
原
彰
晃
像
と
重
な
る
教
祖
が
描
か
れ

て
い
る
（
好
色
・
強
欲
・
学
歴
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
等
）
。
対
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
は
深

い
知
性
を
持
っ
た
人
物
で
あ
り
、
そ
れ
は
多
く
の
〈
オ
ウ
ム
〉
信
者
が
語
っ
て
い

た
カ
リ
ス
マ
性
と
関
係
す
る
。
本
稿
で
は
、「
１
Ｑ
８
４
」
の
教
祖
像
と
〈
オ
ウ
ム
〉

が
否
定
し
た
〈
家
族
〉
の
関
係
に
注
目
し
、
テ
ク
ス
ト
が
〈
オ
ウ
ム
〉
を
二
段
階

に
わ
た
っ
て
脱
構
築
し
て
い
る
様
を
考
察
す
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
〈
オ
ウ
ム
〉
脱

構
築
は
、
村
上
が
二
十
年
以
上
問
い
続
け
た
「
麻
原
の
荒
唐
無
稽
な
物
語
を
放
逐

で
き
る
だ
け
の
ま
っ
と
う
な
力
を
持
つ
物
語
」
―
〈
オ
ウ
ム
〉
や
シ
ス
テ
ム
に
対

抗
し
て
い
く
物
語
―
を
目
指
す
試
行
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

一

〈
オ
ウ
ム
〉
物
語
群
の
語
り
の
方
向
性

生
駒
夏
美
氏
は
〈
オ
ウ
ム
〉
物
語
群
の
語
り
の
方
向
性
を
、
１
「
劇
画
的
陰
謀

史
観
型
語
り
」
、
２
「
麻
原
集
約
型
語
り
」
、
３
「
周
縁
へ
の
ず
ら
し
型
語
り
」
と

い
う
三
つ
に
分
け
て
い
る
。
１
「
劇
画
的
陰
謀
史
観
型
語
り
」
は
、「
麻
原
彰
晃
を

（
４

）

宗
教
性
の
欠
片
も
な
い
、
強
欲
で
世
俗
的
な
小
心
者
」
と
す
る
「
オ
ウ
ム
真
理
教

そ
の
も
の
を
宗
教
か
ら
切
り
離
し
て
矮
小
化
し
貶
め
る
」
語
り
で
あ
る
（
一
橋
文

哉
「
オ
ウ
ム
帝
国
の
正
体
」
（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

二
〇
〇
二
）
、
生
駒
氏
の
指

摘
に
な
い
が
馳
星
周
「
煉
獄
の
使
徒
」
も
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
）
。

２
「
麻
原
集
約
型
語
り
」
は
、「
サ
リ
ン
事
件
の
動
機
な
ど
の
不
可
解
さ
を
、
結

局
は
、
麻
原
教
祖
の
不
可
解
さ
に
還
元
す
る
」
語
り
で
あ
る
。
新
藤
冬
樹
「
カ
リ

ス
マ
」
で
は
、
主
人
公
神
郷
宝
仙
（
本
名
岡
崎
平
三
郎
）
が
詐
欺
師
の
設
定
で
、

金
銭
面
の
強
欲
さ
と
巨
大
な
性
欲
の
持
ち
主
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
神
郷
の
闇

は
、
カ
ル
ト
信
者
だ
っ
た
母
が
父
を
殺
し
て
自
分
も
割
腹
自
殺
し
た
こ
と
に
よ
る

ト
ラ
ウ
マ
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。
氏
は
「
教
団
全
体
と
教
団
の
行
っ
た
犯
罪
は
、

す
べ
て
教
祖
の
奇
矯
さ
に
起
因
す
る
も
の
と
無
害
化
さ
れ
、
一
方
で
教
祖
が
途
轍

も
な
い
「
異
常
性
」
を
帯
び
」
て
お
り
、「
教
祖
も
結
局
、
幼
児
期
の
ト
ラ
ウ
マ
が

原
因
で
そ
う
な
っ
た
だ
け
の
哀
れ
な
存
在
で
、
本
来
は
「
異
常
で
は
な
か
っ
た
」

と
し
て
そ
の
「
異
常
性
」
は
回
避
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。（
そ
の
他
、

野
沢
尚
「
魔
笛
」
に
は
レ
ズ
ビ
ア
ン
の
教
祖
の
「
異
常
な
性
欲
」
が
、
佐
木
隆
三

「
大
義
な
き
テ
ロ
リ
ス
ト
─
─
オ
ウ
ム
法
廷
の

被
告
」（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

16

二
〇
〇
二
）
で
は
一
六
人
の
被
告
た
ち
は
何
ら
か
の
形
で
彼
（
引
用
者
注

麻
原
）

の
被
害
者
で
あ
る
と
い
う
姿
勢
を
取
る
隠
れ
た
「
麻
原
主
義
」
と
評
し
て
い
る
）

３
「
周
縁
へ
の
ず
ら
し
型
語
り
」
は
、
中
心
か
ら
少
し
離
れ
た
視
点
で
見
よ
う

と
す
る
語
り
で
あ
る
。
村
上
春
樹
「
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
」（
一
九
九
七
）
、「
約

束
さ
れ
た
場
所
で
」
（
一
九
九
八
）
で
は
、
村
上
が
目
指
し
た
「
「
健
全
な
市
民
」

対
「
顔
の
あ
る
」
悪
党
た
ち
」
と
い
う
図
式
が
壊
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
は
到
達
し
な

か
っ
た
」
と
評
し
て
い
る
。
ま
た
、
森
達
也
「
Ａ
」（
映
画

一
九
九
八
）
の
「
わ

か
ら
な
い
こ
と
を
わ
か
ら
な
い
と
潔
く
認
め
受
け
入
れ
る
と
い
う
困
難
さ
を
、
こ

の
著
者
は
引
き
受
け
る
」
と
述
べ
て
い
る
。（
そ
の
他
、「
カ
ナ
リ
ア
」（
映
画

二

〇
〇
五
）
に
言
及
）

生
駒
氏
は
、
１
〜
３
ま
で
麻
原
あ
る
い
は
〈
オ
ウ
ム
〉
に
対
し
て
、
対
抗
す
る

物
語
づ
く
り
を
目
指
し
、
そ
れ
に
失
敗
し
て
い
る
と
結
論
づ
け
、
新
し
い
物
語
の
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可
能
性
と
し
て
大
江
健
三
郎
「
宙
返
り
」
（
一
九
九
九
）
を
挙
げ
る
。
「
宙
返
り
」

は
、
教
祖
自
体
が
自
ら
を
貶
め
テ
ロ
を
止
め
て
い
る
点
、
案
内
人
を
失
っ
た
以
後

ガ

イ

ド

の
師
匠
の
宗
教
が
言
語
化
さ
れ
な
い
点
（
〈
オ
ウ
ム
〉
が
目
指
し
た
電
子
的
「
身
体
」

パ
ト
ロ
ン

と
の
対
照
）
、
教
祖
へ
の
依
存
か
ら
の
脱
却
と
い
う
点
で
評
価
し
て
い
る
。

生
駒
氏
の
述
べ
る
三
つ
の
語
り
は
有
効
で
あ
る
た
め
、
氏
の
論
考
後
に
発
表
さ

れ
た
物
語
・
中
村
文
則
「
教
団
Ｘ
」
、
濱
嘉
之
「
カ
ル
マ
神
仙
教
事
件
」
、
田
口
ラ

ン
デ
ィ
「
逆
さ
に
吊
さ
れ
た
男
」
の
分
類
を
試
み
る
。

「
教
団
Ｘ
」
は
、
カ
ル
ト
教
団
Ｘ
に
お
け
る
奔
放
な
性
の
在
り
方
や
ナ
ン
バ
ー

２
の
高
原
が
企
図
し
た
テ
ロ
等
を
見
る
に
、
既
存
の
〈
オ
ウ
ム
〉
像
の
枠
内
の
カ

ル
ト
と
な
っ
て
い
る
。
教
組
・
沢
渡
に
は
痛
み
に
苦
し
む
女
性
に
欲
情
す
る
異
常

性
と
い
う
「
麻
原
集
約
型
語
り
」
の
面
が
見
ら
れ
、
新
藤
冬
樹
「
カ
リ
ス
マ
」
と

同
様
の
ト
ラ
ウ
マ
を
め
ぐ
る
物
語
で
あ
る
。「
教
団
Ｘ
」
の
独
自
性
は
、
今
一
人
の

教
祖
で
あ
る
松
尾
が
語
る
量
子
力
学
、
遺
伝
子
等
と
宗
教
の
繋
が
り
に
関
す
る
挿

話
と
言
え
る
が
、
物
語
の
軸
と
有
機
的
に
結
び
つ
い
て
お
ら
ず
、
書
評
等
で
空
回

り
の
印
象
を
多
く
持
た
れ
て
い
る
。

「
カ
ル
マ
神
仙
教
事
件
」
は
、〈
オ
ウ
ム
〉
事
件
捜
査
に
従
事
し
た
元
公
安
・
濱

の
著
作
で
あ
り
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
近
い
物
語
と
な
っ
て
い
る
。「
劇
画
的
陰

謀
史
観
型
語
り
」
の
面
も
持
つ
が
カ
ル
マ
神
仙
教
（

オ
ウ
ム
真
理
教
）
像
は
そ

≒

れ
ほ
ど
目
新
し
い
も
の
が
な
く
、
公
安
が
カ
ル
マ
神
仙
教
の
犯
罪
を
防
げ
な
か
っ

た
理
由
を
語
る
物
語
で
あ
る
た
め
「
周
縁
へ
の
ず
ら
し
型
語
り
」
と
分
類
で
き
る
。

「
逆
さ
に
吊
さ
れ
た
男
」
は
、
田
口
と
「
殺
人
マ
シ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
た
林
泰

男
と
の
十
年
に
及
ぶ
交
流
を
基
に
し
た
小
説
で
あ
り
、
殆
ど
が
リ
ア
ル
な
体
験
と

推
測
さ
れ
る
が
、
最
後
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
分
類
と
し
て
は
、

「
周
縁
へ
の
ず
ら
し
型
語
り
」
と
な
り
、
田
口
は
十
年
の
交
流
の
結
果
、「
誰
も
、

な
ん
に
も
、
わ
か
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
け
が
、
わ
か
っ
た
」（
二
〇
九
頁
）

（
５
）

と
述
べ
る
。
こ
れ
は
森
達
也
「
Ａ
」
と
同
様
に
「
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
わ
か
ら
な

い
と
潔
く
認
め
受
け
入
れ
る
と
い
う
困
難
さ
」
を
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
描
き
出
し
た

と
評
価
で
き
る
。〈
オ
ウ
ム
〉
の
実
像
に
迫
れ
ば
迫
る
ほ
ど
不
可
解
さ
が
増
す
と
い

う
逆
説
的
な
現
象
が
起
き
て
い
る
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

「
１
Ｑ
８
４
」
は
、〈
オ
ウ
ム
〉
物
語
群
や
「
宙
返
り
」
と
は
違
う
形
で
〈
オ
ウ

ム
〉
脱
構
築
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、〈
オ
ウ
ム
〉
物
語
群
と

異
な
る
教
祖
像
と
〈
オ
ウ
ム
〉
が
否
定
し
た
〈
家
族
〉
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
た

い
。

二

「
１
Ｑ
８
４
」
に
お
け
る
教
祖
像

─
一
つ
目
の
〈
オ
ウ
ム
〉
脱
構
築
─

〈
オ
ウ
ム
〉
物
語
群
で
は
、
教
祖
の
俗
物
さ
を
側
近
が
知
っ
て
お
り
、
軽
蔑
す

る
と
い
っ
た
展
開
が
多
い
（
「
カ
リ
ス
マ
」「
魔
笛
」「
カ
ル
マ
神
仙
教
事
件
」
等
）
。

対
し
て
、
「
１
Ｑ
８
４
」
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
「
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
」
を
引
用
し

な
が
ら
、「
こ
の
世
に
は
絶
対
的
な
善
も
な
け
れ
ば
、
絶
対
的
な
悪
も
な
い
」
、「
善

悪
と
は
静
止
し
固
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
常
に
場
所
や
立
場
を
入
れ
替
え
続

け
る
も
の
だ
。
ひ
と
つ
の
善
は
次
の
瞬
間
に
は
悪
に
転
換
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

逆
も
あ
る
。（
略
）
重
要
な
の
は
、
動
き
回
る
善
と
悪
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
し
て

お
く
こ
と
だ
。
ど
ち
ら
か
に
傾
き
す
ぎ
る
と
、
現
実
の
モ
ラ
ル
を
維
持
す
る
こ
と

が
む
ず
か
し
く
な
る
。
そ
う
、
均
衡
そ
の
も
の
が
善
な
の
だ
。（
傍
点
原
文
に
あ
り
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

以
下
同
様
）
わ
た
し
が
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
に
死
ん
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
の
も
、
そ
の
意
味
合
い
に
お
い
て
だ
」（
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
２

二
四
四
～
二
四
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五
頁
）
と
語
る
。
こ
の
善
悪
の
バ
ラ
ン
ス
は
「
１
Ｑ
８
４
」
の
核
心
と
言
え
、
非

常
に
知
的
な
語
り
が
印
象
的
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
青
豆
の
施
す
激
痛
を
伴

う
施
術
に
声
を
出
す
こ
と
も
な
い
姿
に
青
豆
が
敬
意
を
覚
え
る
よ
う
に
（
「
ど
の
よ

う
な
あ
さ
ま
し
い
行
い
を
こ
の
男
が
な
し
て
き
た
に
せ
よ
、
こ
こ
ま
で
激
し
い
苦

痛
に
黙
し
て
耐
え
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
青
豆
は
職
業
的
な
敬
意
を
抱
か
な
い

わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
」
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
２

二
二
九
頁
）
、
聡
明
な
人
物
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
。
村
上
は
「
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
、
「
約
束
さ
れ
た
場
所
で
」
に

関
す
る
調
査
や
そ
の
後
の
〈
オ
ウ
ム
〉
裁
判
の
聴
講
な
ど
か
ら
、
現
実
の
麻
原
の

卑
小
さ
（
思
想
の
貧
困
さ
・
金
銭
へ
の
妄
執
・
性
欲
等
）
を
目
の
当
た
り
に
し
て

い
る
が
、「
１
Ｑ
８
４
」
で
は
敢
え
て
リ
ー
ダ
ー
を
一
角
の
人
物
に
設
定
し
て
い
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
、〈
オ
ウ
ム
〉
信
者
の
多
く
が
麻
原
の
カ
リ
ス
マ
性
を
述
べ
て

い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
上
祐
史
浩
氏
は
獄
中
の
麻
原
の
振
る
舞
い
が
お
か
し

く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
つ
つ
も
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

（
６
）

し
か
し
問
題
は
複
雑
で
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
単
純
に
「
麻
原
は
お
か
し
い
人

間
だ
っ
た
」
と
考
え
る
と
、
不
快
な
嫌
悪
感
が
出
て
き
て
心
が
落
ち
着
か
な
い
。

実
際
に
体
験
し
た
麻
原
は
、
非
合
理
的
な
部
分
が
あ
る
一
方
で
、
同
時
に
多
く

の
信
者
の
心
を
つ
か
ん
だ
面
倒
見
の
良
さ
や
知
性
、
そ
し
て
一
種
の
霊
能
力
が

あ
っ
た
た
め
、
納
得
が
い
か
な
い
。

こ
う
し
て
、
麻
原
を
絶
対
と
も
、
単
な
る
変
人
と
も
定
め
ら
れ
ず
、
そ
の
狭

間
で
揺
れ
て
い
た
の
で
す
。

こ
う
し
た
葛
藤
の
中
で
、
あ
る
と
き
、
も
し
条
件
が
違
っ
て
い
て
自
分
が
麻

原
の
よ
う
な
生
い
立
ち
に
あ
り
、
特
異
な
才
能
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
自
分
も
麻

原
の
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。

視
覚
障
害
に
よ
る
差
別
、
幼
少
期
に
不
本
意
に
も
親
元
か
ら
離
さ
れ
た
悲
し

み
、
苦
し
み
、
そ
の
後
の
青
年
期
に
度
重
な
っ
た
挫
折
。
一
方
で
、
霊
媒
体
質

に
基
づ
く
一
定
の
霊
能
力
、
正
当
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
人
、
物
、
金
を
集

め
る
才
能
。

も
し
も
こ
う
い
っ
た
も
の
が
自
分
に
も
あ
っ
て
、
つ
ら
い
青
年
期
の
後
に
、

一
転
し
て
ヨ
ガ
の
指
導
者
と
し
て
ブ
レ
ー
ク
し
、
過
去
の
自
分
を
も
肯
定
す
る

よ
う
な
予
言
に
ふ
れ
た
ら
、
自
分
は
果
た
し
て
ど
う
な
っ
た
か
。（
一
七
八
～
一

七
九
頁
）

そ
の
他
、
多
く
の
（
元
）
信
者
達
が
麻
原
の
カ
リ
ス
マ
性
を
述
べ
て
い
る
。
ま

（
７
）

た
、
リ
ー
ダ
ー
が
超
能
力
的
な
力
を
有
す
る
描
写
（
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
２

二
四
〇
～
二

四
四
頁
）
、
弟
子
が
リ
ー
ダ
ー
の
能
力
を
崇
拝
す
る
姿
（
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
２

一
五
二
～

一
五
五
頁
）
も
多
く
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
〈
オ
ウ
ム
〉
信
者
の
麻
原
像

と
重
な
っ
て
い
る
。
髙
橋
龍
夫
氏
が
リ
ー
ダ
ー
の
身
体
的
特
徴
（
盲
目
等
）
が
麻

原
と
類
似
性
を
持
つ
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
身
体
的
特
徴
の
み
な
ら
ず
、
カ

（
８
）

リ
ス
マ
性
を
生
み
出
し
た
麻
原
の
能
力
も
リ
ー
ダ
ー
像
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
捉

え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

村
上
は
「
麻
原
彰
晃
に
は
そ
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ク
と
し
て
の
物
語
を
、
人
々
に

（
ま
さ
に
そ
れ
を
求
め
る
人
々
に
）
気
前
良
く
、
そ
し
て
説
得
力
を
も
っ
て
与
え

る
こ
と
が
で
き
た
」（
「
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
七
〇
二
頁
）
、「
そ
う
い
う
観
点

か
ら
す
れ
ば
麻
原
は
、
限
定
さ
れ
た
意
味
合
い
に
お
い
て
は
、
現
代
と
い
う
空
気

を
摑
ん
だ
希
有
な
語
り
手
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
彼
は
自
分
の
中
に
あ
る
ア
イ

デ
ア
や
イ
メ
ー
ジ
が
ジ
ャ
ン
ク
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
―
―
た
と
え
意
識
的
で
あ

っ
た
に
せ
よ
そ
う
で
な
か
っ
た
に
せ
よ
―
―
恐
れ
な
か
っ
た
。
彼
は
ま
わ
り
に
あ

− 62 −− 63 −

「1Q84」における〈オウム〉脱構築の可能性



る
ジ
ャ
ン
ク
の
部
分
を
積
極
的
に
ひ
っ
か
き
あ
つ
め
て
（
略
）
そ
こ
に
ひ
と
つ
の

流
れ
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
」（
「
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
七
〇
三
頁
）
と

述
べ
て
い
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
テ
ラ
ー
と
し
て
の
麻
原
の
力
を
認
め
、
現
代
の
表
現

者
と
し
て
負
け
た
面
が
あ
る
こ
と
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
初
期
の
〈
オ
ウ
ム
〉
が
目
指
し
て
い
た
物
質
で
は
な
く
精
神
を
重
ん
じ
る
姿

勢
と
「
ジ
ャ
ン
ク
と
し
て
の
物
語
」
が
、
バ
ブ
ル
時
代
に
違
和
感
を
感
じ
た
少
な

く
な
い
若
者
の
心
を
捉
え
た
事
実
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。〈
オ

ウ
ム
〉
の
元
信
者
た
ち
の
手
記
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

（
９
）

「
オ
ウ
ム
信
者
は
、
も
と
も
と
風
変
わ
り
で
非
常
識
な
面
々
だ
っ
た
」
―
―
も

し
そ
う
言
い
切
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
ど
ん
な
に
気
持
ち
が
楽
だ
ろ
う
。
そ
う

で
あ
れ
ば
、
ご
く
一
部
の
危
な
そ
う
な
人
た
ち
だ
け
を
警
戒
し
て
い
れ
ば
よ
い
。

問
題
は
す
べ
て
警
察
や
公
安
調
査
庁
に
お
任
せ
し
、
力
ず
く
で
オ
ウ
ム
を
潰
せ

ば
万
事
解
決
な
の
だ
。
し
か
し
実
際
は
、
違
う
。
オ
ウ
ム
と
関
わ
っ
た
人
々
は
、

ご
く
私
た
ち
の
身
近
に
い
る
青
年
た
ち
と
、
特
別
異
な
っ
た
存
在
で
は
な
い
。

強
制
捜
査
の
開
始
が
も
う
少
し
遅
け
れ
ば
、
私
た
ち
の
身
内
や
友
人
の
中
か
ら

オ
ウ
ム
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
者
が
出
た
か
も
し
れ
な
い
。
（
二
三
九
頁
）

む
し
ろ
彼
ら
に
と
っ
て
麻
原
は
、
自
分
に
「
夢
」
探
し
を
す
る
力
を
与
え
て

く
れ
た
人
で
あ
り
、
オ
ウ
ム
は
「
夢
」
を
探
す
場
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
、
と
思
え
て
な
ら
な
い
。
麻
原
の
描
い
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
、
そ
れ
が
空
中
楼

閣
で
あ
っ
て
も
、
彼
ら
が
実
体
の
あ
る
も
の
と
確
信
し
て
し
ま
う
よ
う
な
実
感

を
伴
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
（
二
四
〇
頁
）

〈
オ
ウ
ム
〉
信
者
た
ち
は
決
し
て
非
常
識
な
面
々
で
は
な
く
、
身
近
な
青
年
た

ち
が
多
か
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
青
年
達
の
「
夢
」
を
探
す
場
と
し
て

の
〈
オ
ウ
ム
〉
の
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
事
実
で
あ

る
。
江
川
紹
子
氏
が
二
〇
一
九
年
に
『
「
カ
ル
ト
」
は
す
ぐ
隣
に

オ
ウ
ム
に
引

（
１
０
）

き
寄
せ
ら
れ
た
若
者
達
』（
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
）
を
刊
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

現
実
に
居
場
所
を
見
つ
け
ら
れ
ず
に
カ
ル
ト
に
は
ま
る
若
者
達
は
現
在
進
行
形
の

問
題
な
の
で
あ
る
。

＊

〈
オ
ウ
ム
〉
（
元
）
信
者
や
カ
ル
ト
に
親
和
性
を
持
つ
人
々
か
ら
す
る
と
、
〈
オ

ウ
ム
〉
物
語
群
の
よ
う
な
俗
物
と
し
て
の
教
祖
像
は
最
初
か
ら
拒
絶
反
応
を
起
こ

し
か
ね
な
い
。〈
オ
ウ
ム
〉
の
修
行
を
実
際
に
行
い
、
半
年
以
上
密
着
取
材
行
っ
た

大
泉
実
成
氏
は
「
警
察
、
マ
ス
コ
ミ
、
家
族
か
ら
受
け
る
バ
ッ
シ
ン
グ
に
対
す
る

反
発
で
、
こ
れ
が
彼
ら
の
信
念
を
逆
に
強
め
て
い
る
様
子
だ
っ
た
」
、
「
一
方
的
に

相
手
の
信
仰
を
否
定
し
て
も
、
し
ょ
せ
ん
相
手
を
信
仰
に
追
い
込
む
だ
け
の
結
果

し
か
得
ら
れ
な
い
も
の
だ
」
（
一
二
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
１
１
）

村
上
は
、〈
オ
ウ
ム
〉
信
者
た
ち
が
持
っ
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
教
祖
像
の
ま

ま
、
そ
こ
か
ら
教
祖
の
絶
対
性
を
疑
う
と
い
う
戦
略
を
取
っ
た
。
つ
ま
り
、
リ
ー

ダ
ー
を
リ
ト
ル
・
ピ
ー
プ
ル
の
「
レ
シ
ヴ
ァ
」（
受
け
入
れ
る
も
の
）
に
し
、
教
祖

そ
の
も
の
に
力
は
な
く
、
力
の
「
代
理
人
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
た
。

周
知
の
通
り
、
麻
原
は
〈
グ
ル
〉
と
し
て
自
ら
を
神
格
化
さ
せ
、
多
く
の
信
者
を

マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
ゆ
く
。
し
か
し
、
リ
ー
ダ
ー
は
自
ら
を
リ
ト
ル
・

ピ
ー
プ
ル
の
「
代
理
人
」（
声
を
聴
く
も
の
）
で
あ
る
と
述
べ
、
彼
ら
が
自
分
た
ち

を
見
つ
け
、
自
ら
の
神
性
は
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
、
自
ら
の
苦
痛
か

ら
逃
れ
る
た
め
、
ま
た
世
界
の
バ
ラ
ン
ス
を
戻
す
た
め
の
死
を
希
求
す
る
。「
１
Ｑ
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８
４
」
の
リ
ー
ダ
ー
像
は
、
い
わ
ば
〈
オ
ウ
ム
信
者
〉（
ま
た
は
〈
オ
ウ
ム
〉
的
な

絶
対
者
を
希
求
す
る
＝
「
自
我
」
を
シ
ス
テ
ム
に
委
ね
る
人
々
）
に
対
す
る
ワ
ク

チ
ン
と
い
う
面
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
自
分
た
ち
の
価
値
観
を

初
め
か
ら
排
除
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
教
祖
の
絶
対
性
を
自
分
で
判
断
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
「
約
束
さ
れ
た
場
所
で
」

を
描
い
た
作
家
で
な
け
れ
ば
書
け
な
か
っ
た
教
祖
像
と
も
言
え
る
。

ま
た
、「
悪
」
を
引
き
起
こ
す
教
祖
を
否
定
す
る
物
語
（
劇
画
的
陰
謀
史
観
型
語

り
、
麻
原
集
約
型
語
り
）
は
、
教
祖
を
排
除
さ
え
す
れ
ば
良
い
と
い
う
異
物
排
除

の
考
え
方
に
な
り
、
問
題
は
そ
こ
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
リ
ト
ル
・
ピ

ー
プ
ル
と
い
う
悪
を
生
み
出
す
根
源
的
な
力
が
あ
り
、
教
祖
は
そ
の
「
代
理
人
」

に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
教
祖
を
排
除
す
る
こ
と
は
真
の
解
決
に
は

な
ら
な
い
。
リ
ー
ダ
ー
が
語
る
「
わ
た
し
が
い
な
く
な
れ
ば
、
教
団
そ
の
も
の
は

求
心
力
を
失
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
し
か
し
シ
ス
テ
ム
と
い
う
の
は
、
い
っ
た
ん
形

作
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
自
体
の
生
命
を
持
ち
始
め
る
も
の
だ
」（
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
２

二
四

五
頁
）
、
「
わ
た
し
が
殺
さ
れ
れ
ば
、
わ
た
し
の
作
っ
た
組
織
が
君
を
放
っ
て
は
お

か
な
い
（
略
）
そ
う
い
う
緊
密
で
暴
力
的
で
、
後
戻
り
の
で
き
な
い
シ
ス
テ
ム
を

わ
た
し
た
ち
は
作
り
上
げ
た
の
だ
」（
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
２

二
八
五
～
二
八
六
頁
）
に
着

、
、
、
、
、

目
す
る
と
、
教
祖
を
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、
リ
ト
ル
・
ピ
ー
プ
ル
か
ら
生
み
出

さ
れ
た
「
シ
ス
テ
ム
」
こ
そ
常
に
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
脅
威
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

先
に
上
祐
氏
が
「
も
し
条
件
が
違
っ
て
い
て
自
分
が
麻
原
の
よ
う
な
生
い
立
ち

に
あ
り
、
特
異
な
才
能
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
自
分
も
麻
原
の
よ
う
に
な
っ
た
可
能

性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
」
と
語
っ
た
よ
う
に
、
何
ら
か
の
力

を
持
つ
人
間
は
今
後
も
誕
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、〈
オ
ウ
ム
〉

的
な
も
の
の
再
発
可
能
性
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
が
、
重
要
な
の
は
力
を
持
つ
人

間
を
悪
に
導
か
な
い
環
境
作
り
（
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
警
鐘
）
に
あ
る
。「
宙
返
り
」

に
お
い
て
も
教
祖
へ
の
依
存
か
ら
の
脱
却
は
描
か
れ
て
い
た
が
、
シ
ス
テ
ム
の
脅

威
は
常
に
あ
る
と
い
う
強
い
危
機
意
識
が
「
１
Ｑ
８
４
」
で
は
強
調
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
、
「
１
Ｑ
８
４
」
は
〈
オ
ウ
ム
〉
物
語
群
と
は
一
線
を
画
す
る
。

三

死
を
望
む
王
と
生
殖
不
可
能
な
性
行
為

─
折
口
信
夫
／
『
金
枝
篇
』
─

村
上
が
取
っ
た
〈
オ
ウ
ム
〉
脱
構
築
の
方
法
と
し
て
の
、
「
パ
シ
ヴ
ァ
」
「
レ
シ

ヴ
ァ
」
で
あ
る
が
、
安
藤
礼
二
氏
・
小
野
絵
里
華
氏
が
折
口
信
夫
と
の
関
連
を
述

べ
て
い
る
。
小
野
氏
は
「
折
口
の
天
皇
制
論
に
は
つ
ね
に
、
媒
介
者
と
し
て
の
〈
女
〉

が
登
場
し
、
そ
の
〈
女
〉
と
〈
王
〉（
天
皇
）
と
の
〈
性
〉
的
な
関
係
が
全
面
的
に

登
場
す
る
の
で
あ
る
」
（
二
六
頁
）
と
述
べ
、
安
藤
氏
は
「
レ
シ
ヴ
ァ
が
王
で
あ

（
１
２
）

り
パ
シ
ヴ
ァ
が
少
女
で
あ
っ
て
、
王
の
近
親
者
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
姉
妹
も
し
く

は
実
の
娘
が
神
の
声
を
王
に
届
け
る
。
こ
れ
は
折
口
信
夫
が
「
大
嘗
祭
の
本
義
」

等
で
説
い
て
い
る
天
皇
の
規
定
そ
の
も
の
な
ん
で
す
」
（
一
四
頁
）
と
述
べ
る
。

（
１
３
）

ま
た
、「
宙
返
り
」
の
師
匠
・
案
内
人
の
関
係
も
「
パ
シ
ヴ
ァ
」「
レ
シ
ヴ
ァ
」
と

パ
ト
ロ
ン

ガ

イ

ド

類
似
性
を
持
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
〈
声
を
聴
く
も
の
〉
と
し

（
１
４
）

て
の
「
王
」
、
「
パ
シ
ヴ
ァ
」
（
知
覚
す
る
も
の
）
／
「
レ
シ
ヴ
ァ
」
（
受
け
入
れ
る

も
の
）
と
い
う
関
係
性
に
村
上
の
独
自
性
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ

で
留
意
す
べ
き
は
、
共
通
点
で
は
な
く
相
違
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
ら
死
を
希

求
す
る
王
と
「
パ
シ
ヴ
ァ
」「
レ
シ
ヴ
ァ
」
間
の
生
殖
に
結
び
つ
か
な
い
暴
力
的
な

性
の
在
り
方
で
あ
る
。
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リ
ー
ダ
ー
は
『
金
枝
篇
』
の
王
殺
し
を
「
任
期
が
終
了
す
れ
ば
殺
さ
れ
る
も
の

と
決
ま
っ
て
い
た
」
、
「
そ
の
よ
う
に
殺
さ
れ
る
こ
と
が
、
王
た
る
も
の
に
与
え
ら

れ
る
大
き
な
名
誉
だ
っ
た
」（
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
２

二
四
一
頁
）
と
語
っ
て
い
る
が
、『
金

枝
篇
』
で
は
次
の
よ
う
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

王
の
生
命
あ
る
い
は
霊
は
全
王
国
の
繁
栄
と
極
め
て
密
接
に
共
感
的
に
結
合

さ
れ
て
お
り
、
も
し
王
が
病
気
に
か
か
っ
た
り
衰
弱
し
た
り
す
れ
ば
、
家
畜

は
病
気
に
冒
さ
れ
て
増
殖
す
る
こ
と
を
や
め
、
作
物
は
畑
で
腐
り
、
人
間
は

疫
病
で
絶
滅
す
る
と
彼
ら
は
信
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
ら
の
意

見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
災
厄
を
避
け
る
た
だ
ひ
と
つ
の
方
法
は
現
在
の

王
が
そ
の
専
任
者
か
ら
継
承
し
た
と
こ
ろ
の
物
的
な
霊
を
、
そ
れ
が
な
お
活

発
で
疫
病
や
老
齢
の
衰
頽
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
ぬ
う
ち
に
次
の
継
承
者
に

転
移
す
る
た
め
、
王
が
健
康
で
強
壮
な
う
ち
に
殺
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
関
係
か
ら
、
王
の
死
刑
執
行
令
状
を
封
印
す
る
と
普
通
に
言
わ
れ

て
い
る
特
殊
の
兆
候
は
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
彼
が
そ
の
多
く
の
妻

た
ち
の
熱
情
に
満
足
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
、
換
言
す
れ

ば
部
分
的
に
で
あ
れ
全
体
的
に
で
あ
れ
彼
の
種
族
を
繁
殖
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
時
こ
そ
、
彼
は
死
ん
で
い
っ
そ
う
元
気
な
後
継
者
に
そ
の
位
置

を
ゆ
ず
る
べ
き
時
な
の
で
あ
る
。（
『
金
枝
篇
』
二

岩
波
文
庫

二
三
三
〜
二

三
四
頁
）

こ
こ
で
は
、
王
の
生
命
や
霊
が
王
国
の
繁
栄
と
結
合
し
て
お
り
、
王
の
衰
弱
は

王
国
の
滅
亡
に
繋
が
る
た
め
、
次
の
継
承
者
に
転
移
す
る
た
め
の
王
殺
し
が
行
わ

れ
て
い
た
と
あ
る
。
注
目
し
た
い
の
は
「
彼
が
そ
の
多
く
の
妻
た
ち
の
熱
情
に
満

足
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
、
換
言
す
れ
ば
部
分
的
に
で
あ
れ
全

体
的
に
で
あ
れ
彼
の
種
族
を
繁
殖
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
時
こ
そ
、
彼
は

死
ん
で
い
っ
そ
う
元
気
な
後
継
者
に
そ
の
位
置
を
ゆ
ず
る
べ
き
時
な
の
で
あ
る
」

と
い
う
記
述
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
王
殺
し
は
王
国
の
繁
栄
の
た
め
の
儀
式
で
あ
り
、

そ
れ
は
子
孫
を
残
す
と
い
う
生
殖
（
生
産
）
が
何
よ
り
も
重
視
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

王
の
死
を
決
め
る
の
は
、
王
で
は
な
く
他
者
（
妻
や
家
臣
等
）
で
あ
る
（
「
妻
た
ち

は
そ
の
こ
と
を
長
老
た
ち
に
報
告
す
る
。
長
老
た
ち
は
こ
の
運
命
を
王
に
告
げ
知

ら
せ
る
た
め
、
暑
く
る
し
い
午
後
ひ
る
ね
を
し
て
い
る
彼
の
顔
と
膝
に
白
い
布
を

か
け
た
と
言
わ
れ
る
。
刑
の
執
行
は
死
の
宣
告
の
直
後
で
あ
る
。『
金
枝
篇
』
二

岩
波
文
庫

二
三
一
頁
）
。
対
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
が
求
め
る
王
殺
し
は
、
繁
殖
不
可

能
性
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
苦
痛
か
ら
の
解
放
と
リ
ト
ル
・
ピ
ー
プ
ル
側
に
傾

い
た
世
界
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
戻
す
た
め
の
死
で
あ
る
。
リ
ー
ダ
ー
が
自
ら
の
死

を
望
む
姿
は
麻
原
の
姿
勢
と
は
正
反
対
で
あ
り
、
か
つ
、
折
口
の
言
う
古
代
天
皇

制
や
フ
レ
イ
ザ
ー
の
王
殺
し
と
は
質
が
異
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
王
（
リ
ー
ダ

ー
）
は
王
国
（
教
団
）
の
繁
栄
を
望
ん
で
い
な
い
。

王
国
の
繁
栄
を
望
ま
な
い
王
と
い
う
設
定
は
生
殖
不
可
能
な
性
行
為
と
も
関
わ

る
。
リ
ー
ダ
ー
の
性
行
為
は
、
初
潮
が
な
い
少
女
と
の
交
合
で
あ
り
、
受
胎
は
不

可
能
で
あ
る
。「
さ
き
が
け
」
の
信
者
は
生
殖
不
可
能
性
の
行
為
か
ら
の
受
胎
と
い

う
恩
寵
、
い
わ
ば
キ
リ
ス
ト
の
処
女
懐
胎
の
よ
う
な
奇
蹟
が
起
き
る
こ
と
を
望
ん

で
お
り
、
リ
ー
ダ
ー
は
こ
の
行
為
の
無
意
味
さ
に
気
づ
い
て
い
る
（
「
ま
だ
誰
も
妊

娠
し
て
は
い
な
い
。
そ
の
可
能
性
も
お
そ
ら
く
な
い
。
彼
女
た
ち
に
は
月
経
が
な

い
か
ら
。
そ
れ
で
も
な
お
女
た
ち
は
恩
寵
に
よ
る
奇
跡
を
求
め
て
い
る
」
Ｂ
Ｏ
Ｏ

Ｋ
２

一
九
九
頁
）
。
少
女
た
ち
の
子
宮
は
破
壊
さ
れ
、
妊
娠
で
き
な
い
身
体
と
な

り
、
こ
の
宗
教
的
行
為
が
凄
惨
な
性
暴
力
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
更

（
１
５
）
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に
、
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
３
で
は
「
声
」（
リ
ト
ル
・
ピ
ー
プ
ル
）
の
要
望
で
、
青
豆
の
「
小

さ
な
も
の
」
を
教
団
が
狙
う
姿
が
描
か
れ
て
い
る
（
「
教
団
に
と
っ
て
、
新
し
い
預

言
者
を
獲
得
す
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
な
使
命
に
な
っ
た
。
声
が
語
り
か
け
る
こ

と
を
や
め
れ
ば
、
そ
の
共
同
体
は
存
在
基
盤
を
失
っ
て
し
ま
う
」
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
３

三
六
三
頁
）
。
こ
こ
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
教
団
に
必
要
な
存
在
は
〈
声
を
聴

く
も
の
〉
で
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
で
は
な
い
。
能
力
が
あ
る
リ
ー
ダ
ー
を
「
救
世
主
」

「
偉
大
な
グ
ル
」
と
い
っ
た
絶
対
者
と
し
て
描
か
な
い
姿
勢
、「
さ
き
が
け
」
の
奇

蹟
の
否
定
、
宗
教
行
為
と
し
て
の
性
行
為
の
暴
力
性
と
い
う
形
で
「
さ
き
が
け
」

と
い
う
教
団
の
価
値
そ
の
も
の
を
疑
わ
せ
て
い
る
（
〈
オ
ウ
ム
〉
脱
構
築
の
徹
底
）
。

四

〈
家
族
〉
の
復
権

─
二
つ
目
の
〈
オ
ウ
ム
〉
脱
構
築
─

最
後
に
、
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
３
の
青
豆
が
妊
娠
す
る
と
い
う
展
開
、
換
言
す
れ
ば
、
Ｂ

Ｏ
Ｏ
Ｋ
２
の
刊
行
後
に
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
３
を
描
こ
う
と
作
家
を
駆
り
立
て
た
理
由
に
つ

い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
石
田
仁
志
氏
は
、
天
吾
と
青
豆
（
あ
ゆ
み
に
も
言
及
）

を
「
児
童
虐
待
」
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
と
捉
え
、
次
の
よ
う
な
重
要
な
指
摘
を

行
っ
て
い
る
。

（
１
６
）

児
童
虐
待
と
い
う
の
は
、
家
族
と
い
う
我
々
に
と
っ
て
最
小
の
共
同
体
で
あ
り

か
つ
養
育
上
避
け
て
は
通
れ
な
い
必
要
不
可
欠
な
人
間
関
係
の
中
で
生
ま
れ

る
、
根
源
的
な
暴
力
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
国
籍
や
人
種
や
宗
教
」
を
超
え
た
次

元
で
「
我
々
」
が
直
面
す
る
問
題
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
む
ろ
ん
そ
こ
に

「
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
の
な
ら
、
こ
の
暴
力
を
生
み
出
し
て
い
る

の
は
「
我
々
」
自
身
の
家
族
観
、
養
育
感
、
教
育
観
な
ど
歴
史
的
文
化
的
に
構

築
さ
れ
て
き
た
価
値
観
と
い
う
シ
ス
テ
ム
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
六
五

頁
）

石
田
氏
が
的
確
に
述
べ
る
よ
う
に
、
家
族
と
い
う
シ
ス
テ
ム
は
最
小
の
共
同
体

で
あ
る
が
故
に
根
源
的
で
あ
り
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
暴
力
は
存
在
の
根
幹
を
左
右

す
る
。「
１
Ｑ
８
４
」
は
、
天
吾
・
青
豆
、
あ
ゆ
み
に
加
え
、
ふ
か
え
り
も
リ
ー
ダ

ー
か
ら
の
性
暴
力
を
受
け
て
い
る
。
更
に
、
環
や
老
婦
人
の
娘
は
夫
の
Ｄ
Ｖ
を
苦

に
自
殺
し
た
。
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
２
ま
で
は
破
綻
し
た
家
族
の
群
像
が
描
か
れ
て
い
る
と

言
え
る
。

こ
の
よ
う
な
破
綻
し
た
家
族
の
絆
の
代
わ
り
と
し
て
、
青
豆
と
老
婦
人
と
タ
マ

ル
と
の
関
係
が
描
か
れ
て
い
る
。
青
豆
は
リ
ー
ダ
ー
殺
害
後
、
タ
マ
ル
に
全
幅
の

信
頼
を
置
き
、
そ
れ
を
「
擬
似
的
な
血
」
と
捉
え
る
（
「
タ
マ
ル
が
私
に
伝
え
た
か

っ
た
の
は
、
私
は
今
で
は
彼
ら
の
属
し
て
い
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
不
可
欠
な
一
員
で

あ
り
、
い
っ
た
ん
結
ば
れ
た
そ
の
絆
が
断
ち
切
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。（
中
略
）
私
た
ち
は
い
う
な
れ
ば
擬
似
的
な
血
で
結
ば

れ
て
い
る
の
だ
」
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
２

三
七
二
頁
）
。
し
か
し
、
そ
の
関
係
に
つ
い
て
青

豆
は
次
の
よ
う
に
も
考
え
る
。

し
か
し
そ
の
よ
う
な
密
接
な
関
係
が
、
暴
力
と
い
う
か
た
ち
を
通
し
て
し
か

結
ば
れ
な
い
の
だ
と
思
う
と
、
青
豆
は
や
り
き
れ
な
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
法

律
に
背
き
、
何
人
か
の
人
を
殺
し
、
そ
し
て
今
度
は
誰
か
に
追
わ
れ
、
殺
さ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
特
異
な
状
況
に
置
か
れ
て
、
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
に

気
持
ち
を
深
く
結
び
合
わ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
も
し
そ
こ
に
殺
人
と
い
う
行
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為
が
介
在
し
な
か
っ
た
ら
、
そ
ん
な
関
係
を
打
ち
立
て
る
こ
と
は
果
た
し
て
可

能
だ
っ
た
ろ
う
か
。
ア
ウ
ト
ロ
ー
の
立
場
に
立
つ
こ
と
な
く
、
信
頼
の
絆
を
結

ぶ
こ
と
は
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
む
ず
か
し
い
は
ず
だ
。（
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
２

三
七
二
～
三
七
三
頁
）

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
２
ま
で
の
段
階
で
は
、
強
い
絆
は
「
暴
力
」
を
介
し
た
も
の
、
か
つ

「
ア
ウ
ト
ロ
ー
の
立
場
」
で
し
か
描
け
な
か
っ
た
。
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
３
に
お
け
る
青
豆

の
妊
娠
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
性
を
背
負
っ
た
家
族
と
い
う
シ
ス
テ
ム
や
「
暴
力

と
い
う
か
た
ち
を
通
し
て
し
か
結
ば
れ
な
い
」
、
「
ア
ウ
ト
ロ
ー
の
立
場
」
か
ら
の

絆
を
超
え
た
関
係
性
の
構
築
を
目
指
す
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
家
族
に

傷
つ
け
ら
れ
た
青
豆
が
〈
家
族
〉
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
行
為
は
矛
盾
す
る
よ
う

に
も
思
え
る
が
、
〈
家
族
〉
の
復
権
は
、
〈
オ
ウ
ム
〉
脱
構
築
と
繋
が
っ
て
い
る
。

多
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、〈
オ
ウ
ム
〉
は
根
源
的
に
家
族
の
否
定
を
し
、

教
団
で
の
関
係
性
を
絶
対
化
し
た
。
大
澤
真
幸
氏
は
「
オ
ウ
ム
は
、
特
定
の
家
族

だ
け
は
な
く
、
家
族
的
な
関
係
性
そ
の
も
の
を
も
は
や
基
礎
的
な
も
の
と
は
み
な

し
て
い
な
い
」
（
一
二
九
頁
）
と
延
べ
、
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。

（
１
７
）

家
族
否
定
に
対
す
る
オ
ウ
ム
の
過
激
さ
―
―
方
舟
の
よ
う
な
そ
れ
ま
で
の
宗

教
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
過
激
さ
―
―
は
、
千
石
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
の
人

々
の
間
に
も
直
感
的
に
嗅
ぎ
分
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
オ
ウ
ム
が
犯
し

た
と
見
な
さ
れ
て
い
る
数
多
く
の
殺
人
事
件
の
中
で
、
最
も
多
く
の
人
々
の
怒

り
を
呼
び
、
象
徴
的
な
意
義
を
担
わ
さ
れ
て
い
る
の
は
「
坂
本
堤
弁
護
士
一
家

殺
害
事
件
」
で
あ
る
。（
中
略
）
坂
本
堤
弁
護
士
一
家
殺
害
事
件
が
象
徴
的
な
意

義
を
担
う
の
は
、
そ
の
悲
惨
さ
ゆ
え
で
は
な
い
。
こ
の
事
件
を
報
道
す
る
度
に
、

テ
レ
ビ
は
、
弁
護
士
一
家
の
幸
せ
そ
う
な
典
型
的
な
核
家
族
の
映
像
を
映
し
出

す
。
オ
ウ
ム
が
憎
ま
れ
る
の
は
、
こ
の
幸
せ
な
家
族
を
抹
殺
し
た
か
ら
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
人
々
は
、
こ
の
事
件
を
通
じ
て
、
家
族
的
な
も
の
を
根
源
的
に
否
定

し
よ
う
と
す
る
オ
ウ
ム
の
志
向
性
を
直
観
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
強
い
拒
否

反
応
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
犯
人
た
ち
が
、
麻
原
の
指
示
に
従
っ

て
本
人
と
妻
と
そ
の
幼
い
子
供
の
死
体
を
ま
っ
た
く
離
れ
離
れ
の
場
所
に
埋
め

た
こ
と
が
、
人
々
の
強
い
嫌
悪
を
誘
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
埋
葬
の
方
法
が
、
麻

原
と
オ
ウ
ム
教
団
が
家
族
的
な
関
係
を
ま
っ
た
く
問
題
に
し
て
い
な
い
こ
と

を
、
あ
か
ら
さ
ま
に
示
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

オ
ウ
ム
が
家
族
を
拒
否
す
る
の
は
な
ぜ
か
？

こ
の
教
団
の
信
仰
世
界
の
中

で
は
、
先
に
述
べ
た
「
極
限
的
に
直
接
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
み
が
、

本
質
的
な
も
の
と
見
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
一
三
〇
～
一
三
二
頁
）

〈
オ
ウ
ム
〉
に
お
い
て
は
、
教
祖
と
個
と
の
直
接
的
な
関
係
が
絶
対
で
あ
り
、

た
と
え
家
族
で
あ
っ
て
も
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
関
係
性
と
な
る
。
青
豆
は

性
行
為
を
伴
わ
な
い
受
胎
を
天
吾
の
子
と
信
じ
、「
私
は
も
う
こ
れ
以
上
誰
の
勝
手

な
意
思
に
も
操
ら
れ
は
し
な
い
。
こ
れ
か
ら
私
は
自
分
に
と
っ
て
の
た
だ
ひ
と
つ

の
原
則
、
つ
ま
り
私
の
意
思
に
従
っ
て
行
動
す
る
。
私
は
何
が
あ
ろ
う
と
こ
の
小

、
、
、

さ
な
も
の
を
護
る
。
そ
の
た
め
に
私
は
死
力
を
尽
く
し
て
闘
う
」
（
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
３

、
、
、
、

五
三
一
頁
）
と
決
意
す
る
。
こ
の
青
豆
の
決
意
は
、
ア
ウ
ト
ロ
ー
と
暴
力
に
よ

っ
て
結
ば
れ
た
絆
で
は
な
く
、
愛
す
る
人
と
の
子
供
、〈
家
族
〉
を
守
る
こ
と
を
重

視
す
る
考
え
で
あ
る
。
つ
ま
り
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
３
は
、〈
家
族
〉
の
復
権
と
い
う
二
つ
目

の
〈
オ
ウ
ム
〉
脱
構
築
を
目
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
上
で
、
青
豆
は
「
も
し
そ
れ
が
天
吾
の
物
語
で
あ
る
と
同
時
に
、
私
の
物
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語
で
も
あ
る
の
な
ら
、
私
に
も
そ
の
筋
を
書
く
こ
と
は
で
き
る
は
ず
だ
」
、
「
結
末

を
自
分
の
意
志
で
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
」
（
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
３

四
七
七

頁
）
と
い
っ
た
自
ら
の
意
志
で
自
分
自
身
の
物
語
を
作
り
出
す
可
能
性
に
言
及
し

て
い
る
。
こ
の
青
豆
の
意
志
は
次
の
「
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
の
意
識
を
反
映

し
て
い
る
だ
ろ
う
。

あ
な
た
は
誰
か
（
何
か
）
に
対
し
て
自
我
の
一
定
の
部
分
を
差
し
出
し
、
そ

の
代
価
と
し
て
の
「
物
語
」
を
受
け
取
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
？

私
た
ち

は
何
ら
か
の
制
度
＝
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
、
人
格
の
一
部
を
預
け
て
し
ま
っ
て

い
な
い
だ
ろ
う
か
？

も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
そ
の
制
度
は
い
つ
か
あ
な
た

に
向
か
っ
て
何
ら
か
の
「
狂
気
」
を
要
求
し
な
い
だ
ろ
う
か
？

あ
な
た
の
「
自

立
的
パ
ワ
ー
プ
ロ
セ
ス
」
は
正
し
い
内
的
合
意
点
に
達
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
？

あ
な
た
が
今
持
っ
て
い
る
物
語
は
、
本
当
に
あ
な
た
の
物
語
な
の
だ
ろ
う

、
、
、

か
？

あ
な
た
の
見
て
い
る
夢
は
本
当
に
あ
な
た
の
夢
な
の
だ
ろ
う
か
？

そ

、
、
、

れ
は
い
つ
か
と
ん
で
も
な
い
悪
夢
に
展
開
し
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
誰
か
別
の

人
間
の
夢
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
？
（
七
〇
四
〜
七
〇
五
頁
）

〈
オ
ウ
ム
〉
事
件
か
ら
村
上
は
、
自
我
を
譲
り
渡
す
こ
と
の
危
険
性
を
強
調
し

て
き
た
。
そ
し
て
自
我
を
譲
り
渡
す
シ
ス
テ
ム
に
対
抗
す
る
手
段
と
し
て
〈
物
語
〉

の
可
能
性
を
述
べ
て
も
き
た
（
「
壁
と
卵
」
エ
ル
サ
レ
ム
賞
ス
ピ
ー
チ
等
）
。
青
豆

の
闘
う
「
意
志
」
を
導
き
だ
し
た
の
は
、
天
吾
へ
の
愛
と
「
小
さ
な
も
の
」
を
護

る
と
い
う
〈
家
族
〉
と
し
て
の
関
係
性
で
あ
り
、
こ
の
「
意
思
」
は
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
３

の
核
心
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
〈
家
族
〉
の
復
権
の
た
め
、
青
豆
と
い
う
魅
力
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

性
格
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
は
「
１
Ｑ
８
４
」
そ
の
も
の
の
魅
力
を
ダ
ウ
ン
さ
せ
た
。

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
２
ま
で
は
タ
フ
で
ク
ー
ル
な
青
豆
が
躍
動
し
て
い
た
が
、
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
３

に
な
っ
て
受
胎
し
た
こ
と
や
、
潜
伏
生
活
を
送
る
こ
と
で
性
格
は
受
け
身
に
な
る

（
「
天
吾
く
ん
、
あ
な
た
は
ど
こ
に
い
る
の
？

早
く
私
を
見
つ
け
出
し
て
。
誰
か

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

が
私
を
見
つ
け
出
す
前
に
」
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
３

一
〇
一
頁
）
。
そ
の
上
で
、
天
吾
と
再

会
し
、
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
迎
え
る
展
開
は
、
中
村
三
春
氏
の
「
Ｂ
Ｏ
Ｏ

Ｋ
３
に
至
っ
て
、
青
豆
・
天
吾
物
語
は
、
既
に
陳
腐
化
し
た
。
つ
ま
り
そ
れ
は
予

定
調
和
の
世
界
な
の
で
あ
る
」（
一
五
五
頁
）
と
い
う
言
葉
で
言
い
尽
く
さ
れ
て
い

る
だ
ろ
う
。

（
１
８
）

ま
た
、
性
行
為
を
伴
わ
な
い
受
胎
に
つ
い
て
、「
さ
き
が
け
」
で
は
奇
蹟
は
否
定

さ
れ
た
が
、
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
３
で
は
天
吾
と
青
豆
の
愛
が
真
実
で
あ
る
証
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
。
た
だ
、
青
豆
や
天
吾
が
こ
の
奇
蹟
を
「
信
じ
る
」
と
い
う
言
葉
で
疑

問
を
持
た
ず
受
け
入
れ
る
姿
勢
は
疑
問
で
あ
る
。

「
（
前
略
）
で
も
も
し
君
が
そ
の
夜
に
受
胎
し
た
の
だ
と
し
た
ら
、
そ
し
て
ほ
か

に
思
い
当
た
る
可
能
性
が
な
い
の
だ
と
し
た
ら
、
君
の
中
に
い
る
の
は
間
違
い

な
く
僕
の
子
供
だ
」
（
中
略
）

「
で
も
本
当
に
信
じ
て
く
れ
る
の
ね
？

私
の
中
に
い
る
小
さ
な
も
の
が
あ
な

、
、
、

た
の
子
供
だ
と
」

「
心
か
ら
信
じ
る
」
と
天
吾
は
言
う
。

「
よ
か
っ
た
」
と
青
豆
は
言
う
。「
私
が
知
り
た
か
っ
た
の
は
そ
の
こ
と
だ
け
。

あ
な
た
さ
え
そ
れ
を
信
じ
て
く
れ
る
な
ら
、
あ
と
の
こ
と
は
も
う
ど
う
で
も
い

、
、

い
の
。
説
明
な
ん
か
い
ら
な
い
」
（
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
３

五
七
八
頁
）
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村
上
文
学
で
は
超
自
然
の
出
来
事
が
起
き
、
主
人
公
達
が
そ
れ
に
戸
惑
い
な
が

ら
も
一
つ
ず
つ
辛
抱
強
く
対
処
し
て
ゆ
き
、
そ
れ
ら
の
出
来
事
を
受
け
入
れ
る
と

い
う
物
語
が
多
く
あ
る
。「
１
Ｑ
８
４
」
で
は
物
語
の
展
開
と
し
て
納
得
さ
せ
る
形

で
は
な
く
、
「
信
じ
る
」
と
い
う
言
葉
だ
け
で
展
開
さ
せ
て
い
る
。
（
こ
の
よ
う
な

姿
勢
は
「
騎
士
団
長
殺
し
」
の
結
末
で
「
私
」
が
む
ろ
に
語
り
か
け
る
言
葉
と
同
じ
）

（
１
９
）

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
３
は
、〈
家
族
〉
の
絆
が
カ
ル
ト
や
ア
ウ
ト
ロ
ー
の
関
係
を
越
え
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
絆
を
信
じ
る
こ
と
で
自
分
が
主
体
の
物
語
を
描
く
、
自
己
の
意

志
を
貫
く
と
い
う
主
題
（
二
つ
目
の
〈
オ
ウ
ム
〉
脱
構
築
）
が
先
に
あ
っ
て
、
そ

れ
に
合
わ
せ
る
た
め
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
変
更
や
物
語
展
開
が
行
わ
れ
て
し
ま
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

「
１
Ｑ
８
４
」
は
、〈
オ
ウ
ム
〉
物
語
群
と
は
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
〈
オ
ウ
ム
〉

脱
構
築
が
行
わ
れ
て
い
る
。

１
、
麻
原
的
な
カ
リ
ス
マ
性
を
付
与
さ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
が
全
能
の
絶
対
者
で
は
な

い
こ
と
の
強
調
（
王
国
（
教
団
）
の
繁
栄
を
望
ま
な
い
王
（
教
祖
）
、
奇
蹟
の

否
定
）
。
何
よ
り
も
危
険
な
の
は
カ
ル
ト
を
生
み
出
す
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
麻

原
的
な
も
の
を
排
除
す
る
こ
と
で
問
題
は
解
決
し
な
い
と
い
う
強
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
性
。

２
、
〈
オ
ウ
ム
〉
で
否
定
さ
れ
た
〈
家
族
〉
の
絆
の
復
権
（
「
小
さ
な
も
の
」
）
。
誰

か
の
意
思
に
従
う
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
意
思
で
行
動
す
る
こ
と
、
物
語
を

自
分
で
書
き
換
え
る
主
体
性
の
強
調
。

こ
の
う
ち
１
の
教
祖
像
は
、
カ
リ
ス
マ
性
を
残
し
な
が
ら
シ
ス
テ
ム
の
脅
威
に

目
を
向
け
る
と
い
う
方
法
が
取
ら
れ
、
他
の
〈
オ
ウ
ム
〉
物
語
群
と
は
一
線
を
画

す
る
。
２
の
〈
家
族
〉
の
復
権
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
主
題
を
描
こ
う
と
し
て
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
改
変
が
行
わ
れ
た
結
果
、
物
語
そ
の
も
の
の
魅
力
が
失
わ
れ
る
結

果
と
な
っ
て
い
る
。

前
出
の
中
村
氏
は
「
青
豆
・
天
吾
物
語
と
し
て
の
『
１
Ｑ
８
４
』
と
い
う
観
点

か
ら
見
る
な
ら
ば
、
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
３
は
、
む
し
ろ
不
要
だ
っ
た
」
と
捉
え
、
Ｂ
Ｏ
Ｏ

Ｋ
３
は
「
牛
河
物
語
と
し
て
の
要
素
を
注
入
し
て
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
１
・
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
２
の

世
界
を
大
き
く
変
容
さ
せ
、
つ
ま
り
書
き
換
え
て
、
小
説
テ
ク
ス
ト
の
可
能
性
を

途
方
も
な
く
拡
張
し
た
」
（
一
七
七
頁
）
と
結
論
づ
け
た
。
稿
者
は
中
村
氏
に
首

（
２
０
）

肯
し
つ
つ
も
、
牛
河
物
語
だ
け
で
な
く
、
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
３
の
青
豆
・
天
吾
物
語
に
も

可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
３
に
は
〈
オ
ウ

ム
〉
脱
構
築
と
し
て
の
〈
家
族
〉
の
復
権
を
目
指
す
試
行
が
現
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
３
の
青
豆
の
妊
娠
と
天
吾
と
の
再
会
は
、「
児
童
虐
待
」
と
も
言

え
る
扱
い
を
受
け
一
度
は
家
族
と
決
別
し
た
青
豆
と
天
吾
が
、自
ら
の
意
志
で
〈
家

族
〉
を
作
り
上
げ
、
暴
力
的
な
シ
ス
テ
ム
を
内
包
す
る
教
団
の
消
滅
化
を
図
る
と

い
う
、
シ
ス
テ
ム
に
対
抗
す
る
〈
物
語
〉
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
家
族
に
よ

っ
て
傷
つ
け
ら
れ
た
二
人
が
新
し
く
生
み
出
そ
う
と
す
る
〈
家
族
〉
は
、
二
重
の

シ
ス
テ
ム
（
家
族
を
否
定
し
教
祖
と
の
絶
対
的
な
関
係
性
を
重
視
す
る
〈
オ
ウ
ム
〉
、

最
小
の
共
同
体
ゆ
え
に
存
在
の
根
源
を
左
右
す
る
影
響
力
を
持
つ
シ
ス
テ
ム
）
克

服
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
も
し
、
愛
と
〈
家
族
〉
の
描
き
方
が
「
予
定
調
和
」

を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、〈
物
語
〉
の
可
能
性
は
よ
り
広
が
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

（
２
１
）

「
１
Ｑ
８
４
」
で
行
わ
れ
た
〈
オ
ウ
ム
〉
脱
構
築
は
、〈
オ
ウ
ム
〉
に
対
す
る
警

戒
心
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
現
在
、
自
ら
の
物
語
を
描
く
こ
と
を
放
棄
し
、
別
の
人
間
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の
価
値
観
に
依
存
す
る
―
カ
ル
ト
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
―
若
者
達
と
い
う
現
在
進

行
形
の
問
題
を
再
認
識
す
る
こ
と
に
繋
が
る
だ
ろ
う
。
更
に
、
シ
ス
テ
ム
に
対
抗

す
る
〈
物
語
〉
の
可
能
性
（
「
予
定
調
和
」
に
陥
ら
な
い
〈
家
族
〉
の
復
権
）
は
、

現
代
の
〈
物
語
〉
と
し
て
今
後
も
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
重
要
な
問
題
領
域
と
考
え

る
。

注（

）
七
月
六
日
：
麻
原
彰
晃
（
本
名
・
松
本
智
津
夫
）
、
土
谷
正
実
、
遠
藤
誠
一
、
新
實
智

1

光
、
井
上
嘉
浩
、
中
川
智
正
、
早
川
紀
代
秀
。
七
月
二
十
六
日
：
岡
崎
一
明
、
豊
田

亨
、
端
本
悟
、
林
泰
男
、
広
瀬
健
一
、
横
山
真
人
。

（

）
青
沼
陽
一
郎
「
オ
ウ
ム
真
理
教
の
膨
張
が
止
ま
ら
な
い
」
（
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
二
〇

2

一
八
・
二
・
一
八
）
に
よ
れ
ば
、「
公
安
調
査
庁
に
よ
る
と
、
ア
レ
フ
の
昨
一
〇
月
末

の
時
点
で
、
現
金
、
預
貯
金
、
貸
付
金
を
あ
わ
せ
た
資
産
一
〇
億
円
を
超
え
た
と
い

う
の
だ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（

）
安
藤
礼
二
「
王
を
殺
し
た
後
に

近
代
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
抗
う
作
品
『
１
Ｑ
８

3

４
』
」（
『
村
上
春
樹
『
１
Ｑ
８
４
』
を
ど
う
読
む
か
』
河
出
書
房
新
社
・
二
〇
〇
九
）
、

村
上
克
尚
「
小
説
は
宗
教
に
何
を
語
り
か
け
る
の
か
─
─
村
上
春
樹
と
大
江
健
三

郎
の
差
異
」
（
『1Q

84
STU

D
Y
BO

O
K
2

』
若
草
書
房
・
二
〇
一
〇
）

（

）
生
駒
夏
美
「
悪
者
づ
く
り
─
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
の
物
語
化
を
巡
っ
て
─
」
（
『
ア
ジ

4

ア
文
化
研
究
』
二
〇
〇
九
）

（

）
田
口
ラ
ン
デ
ィ
『
逆
さ
に
吊
さ
れ
た
男
』（
河
出
書
房
新
社
・
二
〇
一
七
）

5

(
)

田
原
総
一
郎
＋
上
祐
史
浩
『
危
険
な
宗
教
の
見
分
け
方
』（
ポ
プ
ラ
新
書
・
二
〇
一

6

三
）

（

）
そ
の
他
、
滝
本
太
郎
・
永
岡
辰
哉
編
著
『
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
逃
れ
て
』（
恒

7
友
出
版
・
一
九
九
五
）
、
大
泉
実
成
『
麻
原
彰
晃
を
信
じ
る
人
び
と
』（
洋
泉
社
・
一
九

九
六
）
、
林
郁
夫
『
オ
ウ
ム
と
私
』
（
文
藝
春
秋
・
一
九
九
八
）
、
早
坂
武
禮
『
オ
ウ
ム

は
な
ぜ
暴
走
し
た
か
』（
ぶ
ん
か
社
・
一
九
九
八
）
、
カ
ナ
リ
ア
の
会
編
『
オ
ウ
ム
を
や

め
た
私
た
ち
』（
岩
波
書
店
・
二
〇
〇
〇
）
、
加
藤
秀
一
『
カ
ル
ト
に
は
ま
る

の
動
機
』

11

（
ア
ス
ト
ラ
・
二
〇
〇
〇
）
、
上
祐
史
浩
『
オ
ウ
ム
事
件

年
目
の
告
白
』（
扶
桑
社

17

・
二
〇
一
二
）
等
多
く
の
文
献
で
オ
ウ
ム
信
者
は
麻
原
の
カ
リ
ス
マ
性
に
つ
い
て
言
及

し
て
い
る
。

（

）
高
橋
龍
夫
「
可
能
性
と
し
て
の
物
語

「
総
合
小
説
」
と
し
て
の
『
１
Ｑ
８
４
』
」（
『
村

8
上
春
樹

表
彰
の
圏
域
―
『
１
Ｑ
８
４
』
と
そ
の
周
辺
』
森
話
社
・
二
〇
一
四
）
「
作

品
内
で
は
五
〇
歳
前
後
と
設
定
さ
れ
た
リ
ー
ダ
の
森
田
保
も
や
は
り
視
覚
障
害
を
持

ち
、
同
時
に
「
前
例
の
な
い
奇
病
で
あ
り
、
現
在
の
医
学
知
識
で
は
手
の
う
ち
よ
う
が

な
い
」
筋
肉
の
硬
直
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
。
（
略
）
恐
ら
く
こ
こ
に
は
、
松
本
智
津
夫

の
身
体
的
事
情
が
反
映
さ
れ
て
い
る
」
（
三
四
頁
）

（

）
カ
ナ
リ
ア
の
会
編
『
オ
ウ
ム
を
や
め
た
私
た
ち
』
（
岩
波
書
店
・
二
〇
〇
〇
）

9
（

）
高
橋
英
利
『
オ
ウ
ム
か
ら
の
帰
還
』（
草
思
社
・
一
九
九
六
）
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ

10

ら
れ
て
い
る
。

実
際
に
オ
ウ
ム
に
飛
び
込
ん
で
み
て
お
ど
ろ
い
た
の
は
、
自
分
と
同
じ
よ
う
な
悩

み
苦
し
み
を
も
っ
た
人
が
じ
つ
に
多
く
、
し
か
も
そ
う
し
た
悩
み
を
包
み
隠
さ
ず
話

し
あ
う
こ
と
の
で
き
る
人
ば
か
り
だ
っ
た
こ
と
だ
。
僕
は
そ
れ
ま
で
自
分
の
な
か
で

抱
え
も
っ
て
き
た
精
神
的
な
問
題
を
、
一
気
に
放
出
す
る
よ
う
な
感
じ
で
話
し
た
。

誰
に
も
話
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
、
自
由
に
、
し
か
も
か
な
り
深
く
掘
り
下
げ
て
話
す

こ
と
が
で
き
、
僕
は
と
て
も
満
た
さ
れ
る
思
い
が
し
た
。

そ
し
て
、
僕
の
知
っ
て
い
る
ど
の
集
団
と
も
ケ
タ
違
い
の
熱
気
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
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い
た
。
オ
ウ
ム
の
人
た
ち
が
「
救
済
」
と
言
う
と
き
、
そ
れ
は
抽
象
的
な
標
語
な
の

で
は
な
く
、
き
わ
め
て
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
と
も
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
。

こ
の
人
た
ち
な
ら
、
ほ
ん
と
う
に
世
界
を
変
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
少
な
く
と

も
そ
う
確
信
し
て
行
動
し
て
い
る
。
そ
ん
な
印
象
を
強
く
受
け
た
。

自
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
す
べ
て
発
揮
し
て
何
か
に
打
ち
込
み
た
い
と
願
っ
て
い

る
人
は
、
じ
つ
は
と
て
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
現
実
の
社
会
の

な
か
で
は
そ
れ
は
な
か
な
か
叶
わ
な
い
こ
と
だ
。
社
会
、
組
織
、
集
団
、
あ
る
い

は
自
分
自
身
に
よ
っ
て
も
僕
達
は
縛
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
縛
ら
れ
た
ま
ま
の
状
態

で
日
々
を
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、

オ
ウ
ム
で
は
す
べ
て
の
人
が
た
い
へ
ん
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
散
し
て
い
た
。
自
ら

の
信
じ
る
も
の
へ
と
邁
進
す
る
喜
び
に
満
ち
て
い
た
。
そ
ん
な
集
団
が
実
際
に
存

在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
驚
き
だ
っ
た
。

だ
か
ら
オ
ウ
ム
と
の
出
会
い
は
衝
撃
で
あ
る
と
同
時
に
喜
び
で
も
あ
っ
た
。
や

っ
と
見
つ
け
た
、
つ
い
に
自
分
の
居
場
所
を
見
い
だ
し
た
、
と
僕
は
思
っ
た
。
そ

の
喜
び
の
な
か
で
一
気
に
の
め
り
こ
ん
で
い
っ
た
の
だ
。
（
五
七
〜
五
八
頁
）

（

）
大
泉
実
成
『
麻
原
彰
晃
を
信
じ
る
人
々
』（
洋
泉
社
・
一
九
九
五
）

11
（

）
小
野
絵
里
華
「〈
王
権
〉
は
繰
り
返
さ
れ
る
─
─
『
１
Ｑ
８
４
』
に
お
け
る
〈
性
〉
と
〈
血
〉

12

を
め
ぐ
っ
て
」（『1Q84

STU
DEIS

BOOK2

』
若
草
書
房
・
二
〇
一
〇
）

（

）
注
（
３
）
の
安
藤
礼
二
氏
に
同
じ
。

13
（

）
注
（
３
）
の
村
上
克
尚
氏
に
同
じ
。

14
（

）
正
確
に
言
え
ば
、
巫
女
達
の
ド
ウ
タ
の
子
宮
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
行
為
が
暴
力
的

15

で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。

（

）
石
田
仁
志
「
村
上
春
樹
『
１
Ｑ
８
４
』
に
お
け
る
〈
家
族
〉
表
象
」
（
『
文
学
論
藻
』

16

二
〇
一
七
・
二
）

（

）
大
澤
真
幸
『
虚
構
の
時
代
の
果
て
世
界
最
終
戦
争
─
─
オ
ウ
ム
』（
ち
く
ま
新
書
・
一
九
九

17

六
）

（

）
中
村
三
春
「
リ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
ス
ペ
ー
ス
『
１
Ｑ
８
４
』

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
１
・
２
か
ら
Ｂ
Ｏ

18

Ｏ
Ｋ
３
へ
」（『
村
上
春
樹

表
象
の
圏
域
│
『
１
Ｑ
８
４
』
と
そ
の
周
辺
』
森
話
社
・
二
〇

一
四
）

（

）「「
騎
士
団
長
は
ほ
ん
と
う
に
い
た
ん
だ
よ
」
と
私
は
そ
ば
で
ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
い
る
む
ろ
に

19

向
か
っ
て
話
し
か
け
た
。「
き
み
は
そ
れ
を
信
じ
た
方
が
い
い
」」『
騎
士
団
長
殺
し
』（
新
潮

社
・
二
〇
一
七

第
二
部

五
四
一
頁
）

（

）
注
（

）
に
同
じ
。

20

18

（

）
例
え
ば
、
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
４
以
降
の
物
語
が
書
か
れ
な
い
事
は
、
シ
ス
テ
ム
に
回
収
さ
れ

21

な
い
〈
物
語
〉
の
可
能
性
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
村
上
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
（
「
朝
日
新
聞
「
平
成
の

冊
」
村
上
春
樹
さ
ん
イ
ン

30

タ
ビ
ュ
ー

平
成
を
映
し
、
時
代
と
歩
む
」

二
〇
一
九
年
三
月
七
日

https://book.asahi.com
/article/12182812

）

―
―
『
１
Ｑ
８
４
』
は
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
３
で
完
結
な
の
で
す
か
。

『
１
Ｑ
８
４
』
と
『
ね
じ
ま
き
鳥
』
の
共
通
点
は
、
第
２
部
ま
で
書
い
て
間
を
置

か
ず
第
３
部
を
書
き
始
め
た
こ
と
。
作
品
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
。
で
も
結
論
は
出
さ

な
い
。
『
１
Ｑ
８
４
』
は
、
三
遊
亭
円
朝
の
落
語
『
真
景
累
ケ
淵
（
し
ん
け
い
か
さ

ね
が
ふ
ち
）
』
み
た
い
な
長
い
因
縁
話
の
一
部
な
ん
で
す
。
天
吾
の
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
が
ど
う
や
っ
て
出
会
っ
た
と
か
、
わ
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
天
吾
と
青
豆
の

二
人
が
コ
ス
タ
リ
カ
に
行
っ
た
後
の
こ
と
、
二
人
の
娘
の
こ
と
と
か
も
。
話
は
で
き

て
い
る
ん
だ
け
ど
。
ジ
ャ
ズ
で
和
音
の
基
音
を
省
い
ち
ゃ
う
の
と
同
じ
で
、
空
白
を

残
し
た
い
。
別
の
物
語
が
不
思
議
な
ト
ン
ネ
ル
で
つ
な
が
る
曼
荼
羅
の
よ
う
な
の
は
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好
き
で
す
ね
。

村
上
は
続
き
と
し
て
青
豆
達
が
コ
ス
タ
リ
カ
に
行
き
、
二
人
の
娘
と
い
る
等
、
い

く
つ
か
の
設
定
を
考
え
て
い
る
が
、「
空
白
」
を
残
し
た
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
態

度
は
、
作
家
の
逃
げ
と
も
取
れ
る
態
度
で
あ
る
が
、「
敢
え
て
物
語
を
描
か
な
い
」
こ

と
に
〈
物
語
〉
の
別
の
可
能
性
が
生
ま
れ
る
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
つ
ま
り
、

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
３
で
青
豆
の
妊
娠
と
天
吾
と
結
ば
れ
る
結
末
に
す
る
こ
と
で
、
不
十
分
で

は
あ
る
が
〈
オ
ウ
ム
〉
脱
構
築
と
し
て
の
〈
家
族
〉
の
復
権
を
示
す
。
そ
の
後
に
青

豆
た
ち
が
リ
ト
ル
・
ピ
ー
プ
ル
と
対
峙
す
る
続
編
を
書
く
こ
と
は
、〈
家
族
〉
の
復
権

が
何
よ
り
も
大
事
と
い
う
〈
家
族
〉
絶
対
主
義
と
い
う
別
の
シ
ス
テ
ム
を
生
み
出
す

危
険
性
が
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
に
回
収
さ
れ
る
危
険
性
を
回
避
す
る
た
め

に
、
敢
え
て
続
き
を
書
か
な
い
、
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
こ
れ
は
シ
ス
テ
ム
を
生
み

出
す
危
険
性
を
回
避
す
る
物
語
―
脱
構
築
し
続
け
る
〈
物
語
〉
―
と
し
て
の
可
能
性

を
持
つ
。
し
か
し
、
現
在
描
か
れ
た
「
１
Ｑ
８
４
」
の
中
で
は
〈
家
族
〉
の
復
権
の

部
分
が
不
十
分
で
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
を
脱
構
築
す
る
〈
物
語
〉
で
あ
る
と
結
論
づ
け

る
論
拠
を
持
て
な
い
。

付
記

本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
度
第
八
回
村
上
春
樹
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
リ
ー
ダ
ー
像

か
ら
み
る
「
１
Ｑ
８
４
」
─
「
１
Ｑ
８
４
」
世
界
か
ら
の
〈
移
動
〉
の
是
非
─
」
（
二
〇
一

九
年
七
月
二
一
日

北
海
道
大
学
）
、
二
〇
一
九
年
度
広
島
大
学
国
語
教
育
学
会
「
村
上
春

樹
「
１
Ｑ
８
４
」
論
─
〈
オ
ウ
ム
〉
脱
構
築
の
可
能
性
と
問
題
点
─
」
（
二
〇
一
九
年
八
月

一
一
日

広
島
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
基
に
し
て
い
る
。
席
上
、
多
く
の
貴
重
な

意
見
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

テ
キ
ス
ト
は
『
１
Ｑ
８
４
』
（
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
１
・
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
２
、
新
潮
社
・
二
〇
〇
九
、
Ｂ

Ｏ
Ｏ
Ｋ
３

新
潮
社
・
二
〇
一
〇
）
、『
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
』（
講
談
社
・
一
九
九
七
）

を
使
用
し
た
。
傍
線
は
私
に
付
し
た
。

（
や
ま
ね
・
ゆ
み
え

広
島
国
際
大
学
・
非
常
勤
講
師
）
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「1Q84」における〈オウム〉脱構築の可能性


